
③
森
林
整
備
の
省
力
化
の

更
な
る
推
進

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
北
海

道
の
土
地
面
積
８
３
４
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
約
４
割
に
あ

た
る
３
０
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

そ
の
８
割
近
く
を
天
然
林
が

占
め
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
知

床
を
は
じ
め
、
原
生
的
な
森
林
に

は
、
希
少
な
野
生
生
物
が
生
息
す

る
な
ど
、
学
術
的
に
も
価
値
の
高

い
森
林
が
数
多
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。

一
方
人
工
林
で
は
、
戦
後
植
栽

さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ

等
が
資
源
と
し
て
成
熟
し
、
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
に
よ
る
地

域
振
興
や
循
環
型
社
会
の
構
築

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
北
海
道
森
林

管
理
局
は
、
今
年
度
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

道
内
の
人
工
林
は
ト
ド
マ

ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
、
針
葉
樹
が

主
体
で
間
伐
期
か
ら
主
伐
期
に

移
行
中
で
す
が
、
中
に
は
自
然

に
生
え
た
広
葉
樹
が
混
ざ
っ
た

森
林
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん

養
な
ど
森
林
の
有
す
る
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
、
次
世
代
の
森
林
づ
く
り
は

現
在
の
森
林
の
状
況
を
評
価

し
、「
そ
の
森
林
が
ど
う
な
り
た

い
の
か
」
を
見
極
め
、
自
然
の

力
も
利
用
し
て
多
様
で
健
全
な

森
林
へ
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
ド
ロ
ー
ン
や
全
天
球

カ
メ
ラ
等
の
新
し
い
ツ
ー
ル
を

用
い
た
効
率
的
な
森
林
調
査
の

普
及
を
進
め
、
人
工
林
内
に
ま

と
ま
っ
て
生
育
す
る
広
葉
樹
を

残
し
、
間
伐
を
行
っ
て
育
成
す

る
ほ
か
、
広
葉
樹
間
伐
材
の
有

効
活
用
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
次
年
度
に
全
て
の
主
伐

箇
所
で
多
様
な
森
林
づ
く
り
を

実
施
す
る
た
め
に
、
各
署
に
お

い
て
林
業
事
業
体
等
を
交
え
た

現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
他
、

研
究
機
関
と
連
携
し
て
地
表
を

掻
き
起
こ
し
て
カ
ン
バ
類
な
ど

の
天
然
更
新
に
つ
い
て
も
取
り

組
み
ま
す
。

道
南
の
狩
場
（
か
り
ば
）
山

地
は
、
我
が
国
の
ブ
ナ
の
北
限

地
域
に
あ
た
り
、
原
生
的
な
森

林
が
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
ク
マ
ゲ
ラ
の
生
息
地
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

狩
場
山
地
の
原
生
的
な
ブ

ナ
林
の
保
全
・
管
理
を
進
め
る

た
め
に
、
既
存
の
植
生
デ
ー
タ

の
収
集
・
分
析
、
現
地
調
査
を

行
い
、
保
護
の
必
要
性
が
高
い

区
域
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

有
識
者
に
よ
る
現
地
検
討
を
行

う
他
、
地
元
自
治
体
等
の
意
向

も
聴
き
な
が
ら
区
域
の
大
幅
な

拡
充
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

現
在
、
森
林
整
備
費
用
の
な

か
で
、
植
付
け
や
下
刈
り
等
の

初
期
費
用
は
全
体
の
７
割
と
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
伐
採
・
造
林
の
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

伐
採
で
使
用
し
た
現
有
機
械
を

活
用
し
た
、
地
拵
え
・
植
付
け

作
業
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
を
一
層
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
緩
効
性
肥

料
の
施
用
に
よ
る
下
刈
り
の
省

力
化
効
果
を
検
証
、
下
刈
り
に

活
用
す
る
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
大

型
機
械
が
走
行
可
能
な
植
栽
仕

様
の
実
証
に
取
り
組
み
、
施
業

の
省
力
化
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
を
検
討
し
ま
す
。

①

天
然
力
を
活
用
し
た

多
様
な
森
林
づ
く
り

コンテナ苗

②
生
物
多
様
性
保
全
の
推
進

人工林内に生育している広葉樹 

北海道森林管理局の重点取組事項 

狩場山地のブナとクマゲラ 

・広葉樹のまとまりは

保残し、間伐を行う

・針葉樹人工林のま

とまりは、主伐と再造

林を一貫して行う



道
内
の
人
工
林
は
、
釣
鐘
型

の
い
び
つ
な
齢
級
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

林
業
の
成
長
産
業
化
に
必
要

な
人
工
林
齢
級
構
成
の
平
準
化

を
目
標
に
、
大
径
か
つ
良
材
の

原
木
を
建
築
材
へ
の
利
用
を
要

件
と
し
て
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売
で
供
給
し
、
ト
ド
マ
ツ
や

カ
ラ
マ
ツ
と
い
っ
た
道
産
木
材

の
高
付
加
価
値
化
を
推
進
し
ま

す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
十
分

な
利
用
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
「
末
木
枝
条
」
を
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
と
し
て
供
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
森
林
資
源
の
「
カ

ス
ケ
ー
ド
利
用
」
を
促
し
ま
す
。

大
規
模
山
地
災
害
へ
の
対
応

平
成

28
年
８
月
の
台
風
や

昨
年
７
月
、
８
月
の
豪
雨
な
ど
、

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
や
地

震
等
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
に

備
え
、
山
腹
崩
壊
や
流
木
被
害

の
お
そ
れ
の
あ
る
地
区
に
お
い

て
、
予
防
・
減
災
対
策
を
よ
り

一
層
推
進
し
ま
す
。

被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
す

る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
や
C

A

D
を
活
用
し
た
効
率
的
な
手

法
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
講
習
会
を
通
じ
て
市
町
村

等
へ
も
技
術
を
普
及
し
ま
す
。

ま
た
、
山
腹
崩
壊
や
流
木
被
害

の
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
や
、

治
山
施
設
を
設
置
し
て
、
予

防
・
減
災
対
策
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

⑤
山
地
災
害
対
策
の
推
進

④
道
産
木
材
の
高
付
加
価
値
化

と
林
地
未
利
用
材
の
有
効
活

用
の
推
進

流木捕捉式治山ダム 
（十勝西部森林管理署） 

道政記者クラブにおける記者発表 

 ４月 18 日（木）、「北海道森林管理局

の重点取組事項」について、マスコミ各

社向けの記者発表を行い、記者のみなさ

んから熱心な質問を受けました。 

大径の原木は建築材へ 

平
成

年

北
海
道

胆
振
東
部
地
震
へ
の
対
応

震
災
当
日
の
ヘ
リ
に
よ
る

森
林
被
害
調
査
を
皮
切
り

に
、
非
常
食
料
の
提
供
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
点
検
、
技

術
者
の
派
遣
、
木
材
の
供
給

な
ど
最
大
限
の
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ドローンによる 
被災地林道調査 




